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平
成
28
年
２
月
定
例
会
は
、
２
月
19
日
か

ら
３
月
11
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
定
例
会

の
本
会
議
初
日
は
、
地
方
創
生
対
策
、
世
界

遺
産
・
観
光
客
受
入
対
策
、
長
崎
駅
周
辺
再

整
備
の
３
つ
の
特
別
委
員
会
か
ら
委
員
長
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
詳
細
は
Ｐ
８
）

　
そ
の
後
、
常
任
委
員
会
の
委
員
の
選
任
を

行
い
、
市
長
か
ら
は
、
平
成
28
年
度
の
予
算

編
成
や
主
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
施
政
方

針
説
明
と
、「
平
成
28
年
度
長
崎
市
一
般
会

計
予
算
」
な
ど
の
議
案
に
つ
い
て
、
提
案
理

由
の
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。（
各
委
員
会

の
名
簿
は
Ｐ
11
）

　

ま
た
、
24
日
か
ら
26
日
ま
で
と
29
日
は
、

一
般
質
問
を
計
13
名（
会
派
代
表
質
問
７
名
、

個
人
質
問
６
名
）
が
行
い
、（
詳
細
は
Ｐ
３
）

３
月
１
日
か
ら
４
日
ま
で
と
７
日
か
ら
９
日

ま
で
は
、
各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、
付
託

さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し

た
。（
詳
細
は
下
欄
及
び
Ｐ
９
）

　
本
会
議
最
終
日
は
、
各
常
任
委
員
会
の
委

員
長
か
ら
議
案
審
査
の
報
告
を
行
い
、
採
決

の
結
果
、
原
案
可
決
72
件
、
同
意
１
件
、
修

正
可
決
１
件
（
平
成
28
年
度
当
初
予
算
を

１
３
８
万
円
減
額
修
正
）、
否
決
１
件
を
議

決
し
ま
し
た
。　
ま
た
、
長
崎
駅
周
辺
再
整

備
、
観
光
客
受
入
対
策
、
定
住
人
口
対
策
の

３
つ
の
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。（
議

決
結
果
一
覧
は
Ｐ
10
）

　

被
爆
者
が
被
爆
体
験
に
基
づ
き
、
核
兵

器
廃
絶
や
恒
久
平
和
の
実
現
の
訴
え
を
国

内
外
に
向
け
て
強
く
発
信
す
る
場
と
し

て
、
毎
年
、
８
月
９
日
の
平
和
祈
念
式
典

で
行
わ
れ
る
「
平
和
へ
の
誓
い
」
。

　

こ
れ
ま
で
、
「
平
和
へ
の
誓
い
」
を
読

み
上
げ
る
被
爆
者
の
代
表
者
の
選
定
に
つ

い
て
は
、
長
崎
市
内
在
住
で
あ
る
こ
と
、

被
爆
者
５
団
体
（
※
）
に
所
属
し
て
い
る

こ
と
な
ど
を
要
件
と
し
て
、
被
爆
者
５
団

体
に
推
薦
を
依
頼
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
被
爆
者
の
高
齢
化
が
進
む

中
、
市
で
は
、
国
内
外
で
被
爆
体
験
の
継

承
活
動
な
ど
を
さ
れ
て
い
る
方
に
も
候
補

者
の
門
戸
を
開
き
、
審
査
会
に
よ
り
代
表

者
を
選
定
す
る
方
法
に
見
直
し
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
関
係
す
る
条
例
と
平
成

28
年
度
当
初
予
算
が
提
案
さ
れ
、
総
務
委

員
会
と
教
育
厚
生
委
員
会
で
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

長
崎
市
附
属
機
関
に
関
す
る
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

○
審
査
概
要

　

代
表
者
を
選
定
す
る
審
査
会
を
設
置
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
、
総
務
委
員
会
で
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
市
の
提
案
が
突
然
で
あ

っ
た
た
め
被
爆
者
５
団
体
の
理
解
が
得
ら

れ
て
い
な
い
一
方
、
候
補
者
の
門
戸
を
広

げ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
認
識
が
共
通
し
て

い
る
た
め
、
協
議
を
継
続
す
る
と
の
市
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
選
定
方
法
の
見
直
し
を
１
年
延

ば
し
従
来
の
方
法
で
選
定
す
る
考
え
の
有

無
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

○
審
査
結
果

　

全
会
一
致
で
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
委
員
会
に
お
い
て
、
被
爆
者
５
団

体
と
協
議
を
続
け
、
合
意
形
成
へ
の
努

力
を
行
う
と
と
も
に
、
協
力
体
制
を
維
持

し
、
式
典
が
円
滑
に
運
営
で
き
る
よ
う
最

大
限
の
努
力
を
行
う
こ
と
を
要
請
す
る
附

帯
決
議
を
可
決
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
長
崎
市
一
般
会
計
予
算
（
教

育
厚
生
委
員
会
所
管
部
分
）

○
審
査
概
要

　

審
査
会
委
員
の
報
酬
や
海
外
在
住
の
被

爆
者
が
選
定
さ
れ
た
場
合
を
想
定
し
た
渡

航
費
に
係
る
予
算
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
教
育
厚
生
委
員
会

で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
選
定
審
査
会
の
設
置
も

決
ま
っ
て
い
な
い
段
階
で
、
渡
航
費
を
計

上
し
た
理
由
、
今
年
の
代
表
者
を
、
従
来

の
方
法
で
選
定
す
る
考
え
の
有
無
な
ど
に

つ
い
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
代
表
者
が
海
外
か
ら
渡
航

す
る
こ
と
を
想
定
す
る
こ
と
は
時
期
尚
早

で
あ
り
、
被
爆
者
５
団
体
と
の
信
頼
関

係
を
損
な
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
と

の
理
由
に
よ
り
、
委
員
か
ら
、
渡
航
費

１
３
８
万
円
を
減
額
す
る
修
正
案
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

○
審
査
結
果

　

修
正
案
及
び
修
正
部
分
を
除
く
原
案
に

つ
い
て
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

２
月
定
例
会
の
概
要

「
平
和
へ
の
誓
い
」
の
代
表
者
選
定
方
法
を
見
直
し


